
 

令和６年度 奈良市地域自立支援協議会  

（ 就労支援  ）グループ 活動報告書  

活動目的 ・障害のある人が働きやすい支援体制を推進する 

・就労支援を行う事業所間での連携を強化する 

テーマ 

取り組み 

ポイント 

・就職促進及び就労定着を前提とした企業連携についての情報共有 

・就労支援を支える人材の育成…事例検討会の実施、勉強会についての情報共有 

・県内普通高等学校・通信制高等学校卒業後の卒業生で支援が必要な方への早期の

繋がりを推進。教育機関と福祉関係者との連携強化。 

開催実績 偶数月 第水曜日 10 時～ 全体会  毎回 20 名程度参加 

11 月 29 日 就労選択支援学習会 

      厚生労働省から奈良市の就労支援の実態を聞くことと、就労選択支援

についての説明を受ける学習会。  

1 月 17 日 高校卒業後の進路を考える 福祉就労説明会開催       

参加事業所等 主担当：相談支援事業所リベルテ  

サブ担当：就業・生活支援センターコンパス  

     プロボノ  

書記：リタリコ奈良西大寺   

 参加団体・機関 

養護学校進路指導担当 

ハローワーク奈良 専門相談第二部門 

市内就労移行支援事業所 

奈良県発達障害支援センターでぃあー 

基幹相談支援センター 

奈良市障がい福祉課 

奈良市産業政策課 

なら障害者就業・生活支援センターコンパス 

奈良若者サポートステーション 

奈良市社会福祉協議会 

相談支援事業所リベルテ 

その他 

“障害のある人の就職促進を推進する”というテーマについて興味関心がある機関

及び事業所           

今年度の取り組

み協議事項 

 

・就労選択支援事業が R7 年 10 月から開始される。事業概要などが分からないた

め、情報交換やコンパス柏木氏企画の勉強会を開催。 

・高校卒業後の卒業生で支援が必要な方の早期福祉との繋がりを推進するために、

イベントの開催を行った。 

・企業連携について、産業政策課や各事業所からのイベント開催の情報共有。 

 



成 果 

 

○就労選択支援事業については、先行して取り組んでいる市町村の取り組みを聞く

などした。主に就労移行支援事業所が行なうものかとの理解だが、まだどのような

事業となるのかはっきりしていない。周知も広がっていないように感じる。かなり

各所との連携が必要な事業のようなため、引き続き新しい情報が入ったら共有して

いくことを確認している。 

○高校卒業後の進路相談会について 

・就労支援グループ参加の各事業所がブースを出し、福祉就労についての情報や自

事業所の特色を伝えた。相談支援系事業所などもブースを出し、相談にも対応した。 

来場者 40 名以上 教員 当事者 保護者 支援者など  

・普通科高校、通信制高校、放課後デイサービスなどに出来る範囲で周知を行った。

イベント事体は最初から最後まで来訪者が途切れずに来られ、各事業所の説明を聞

いておられた。集計の至らなさで正確な来訪者数が分からないが、盛況だったとい

える。 

○産業政策課や各事業所の企業説明会などの情報提供がメールやチラシで行えた。 

重点協議項目 ・就労選択支援事業について、どのような事業なのか、現在している就労アセスメ

ントとの違いなどの情報共有。疑問点の洗い出しなど。 

・高校卒業後の進路相談会をどのように進めていくかについて協議した。 

来年度の活動へ

向けて 

・令和 7 年 10 月から始まる就労選択支援事業について、もう少し詳しい内容で情

報が欲しいとの意見が聞かれているため、新しい情報が入ったら共有していく。 

・来年度も進路相談会を行う。以前は普通科高校をターゲットにしていたが、今回

のイベントで通信制高校、放課後デイケアなどからの参加も多く、ターゲットをあ

まり絞らない方が良いかとの話となっている。高校卒業後とせずに広く案内できて

も良いかもしれない。就労移行支援事業所がメインの相談会となっていたが、各事

業所の特徴が一つの所で聞けるたことが良かったのではないかと推察する。 

18 歳未満の保護者も聞きに来られていたこともあり、児童福祉から成人の福祉に

移行する際の保護者の不安も感じられた。 

・今年度はイベント開催に向けた話し合いがメインとなってしまい、事例検討がで

きなかった。 

・自立支援協議会の他のグループとの連携もしていきたい。 

その他 

提言事項など 

・就労移行事業所が主な参加者となっている就労グループにおいても、精神科病院

の待ちが長すぎるため、困っているという話が出ている。受けてもらえる病院の情

報はどうしたら分かるのかが知りたいとの意見があった。医師会がその問題につい

てどのように考えているのかなどが聞きたい。 

・他にもグループホームやヘルパー事業所の情報など情報の共有と連携が必要と

なっているのではないかとの意見が出ている。情報共有については奈良市だけの問

題ではないかも知れないが、地域課題ではないかとの話になっており、どのように

取り組んでいけるのかを考えてもらいたい。 

 

 


